
　　明治27年秋8月設計

◆場所 ：旧河井邸跡地東南側　（旧河井邸敷地入口門西側）

◆施工 ：明治27年　（離れ書斎『弥八庵』の施工時と同時期）

◆発注者 ：河井重蔵　（設計図現存　工費約五拾円）

◆六角井戸について　…河野忠教授　著『名水学ことはじめ』より

・日本に、六角井戸は52ヶ所（静岡県内に1ヶ所）、五角井戸は6ヶ所

　　八角井戸は14ヶ所との事。（平成22年12月現在）

・六角井戸の種類と築造理由

　　①弘法大師由来　…弘法大師が六角形の錫杖を利用した事から

　　②南蛮貿易船等への水汲み井戸　…中国本土に多数あり

　　③隣接地域同士での水利権の取り決め　…水汲み争いがないように

　　④材質による造作　…沖縄県に多くある石灰岩をブロックに利用

　　⑤酒造用の六角井戸　…酒の神様は亀なので、亀の甲羅をかたどった

◆　河井重蔵氏は、多方面に興味を持たれていた方と思われ、離れ書斎『弥八庵』を

　築造されるとき、珍しい井戸（六角井戸）を施行した物と思われる。　　
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